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HIV感染者に対する看護のあり方
～16西病棟における振り返り及びアンケートを通しての一考察～
16階西　○二二留美子　和田　森川　中川　宮川
1．はじめに
　1993年6月現在までに、日本におけるHIV感染者
数は2，765人、AIDS患者は592人報告されている。
過去2年間その数は前年の2倍を超える状況である。
　HIV感染者が急増するにあたり国をあげての予防
対策や知識の普及が行われている現在だが社会一般を
みてもHIV感染者の差別・偏見は根強くはびこって
いる。
　私達の病棟に血友病イコールHIV感染者とみなさ
れ職場を去ることを余儀なくされた患者がいた。病院
はその患者を囲む社会の一部であり、私達看護婦はど
のような認識をもって関わっているのか興味を持った。
実際16西病棟においてはHIV感染者の看護を行う機
会があり、これを機に私達のHIV感染者への認識、
関わりを振り返る必要性を感じた。
　これを動機としてHIV感染者に対する看護のあり
方の一側面を検討しようと考えたのでここに報告する。
11．研究方法
1．アンケート調査（〈資料1＞）
　16西病棟看護婦の認識の振り返りの為、全員にアン
ケートを施行し、また、HIV感染者の看護の経験が
ほとんどないと考えられる外来と他の病棟看護婦に対
しても、比較の為、一部に同様のアンケートを施行し
た。
2．看護場面の振り返り（〈資料2＞）
　実際の入院患者に対する看護婦の関わりの中で、問
題となり対応を考えさせられた3つの事例を振り返る。
llI．結果・考察
1．アンケート
　16西看護婦は、アンケート結果より次のような認識
を持っていると考えられる。
　Q1・2・3より、HIV感染者の看護は、他の感
染患者と同様に看護婦が知識・経験を積むことで十分
に行うことができる。実際、初めて看護した時に感じ
た不安も現在は減少している。現在も継続する不安の
内容として心理？精神面への援助があげられる。
　Q3・4より、16西病棟では受け入れの是非に対す
る議論はなく、今後も必要ではないと考えている。看
護拒否・差別に対してはr職業倫理に反する』と答え
て 者が半数以上であるが、　『どう考えてよいかわ
からない』r現状では仕方ない9と答える者も多い。
その理由として、一般の人々のHIVに対する認識を
考えると、病院で働く医師・看護婦以外の人々や、他
の患者への影響は大きく、一概に非難できないと考え
る為である。
　知識において、Q7の一般的な問いに関しては16西
看護婦と外来・他病棟看護婦の回答を比べてみると、
6、9、10に少し差は見られるものの、全体的に見る
とほとんど差はみられない。しかし、Q8・9に関し
ては外来・他病棟看護婦の回答が均一に分かれている
ことを考えると医療従事者の知識不足が問題であるこ
とがあげられる。今後医療従事者として、各自の知識
向上と社会に対しての啓蒙活動を行う必要性を感じて
いる。
2．看護場面
　次に実際の関わりを振り返ってみる。
　事例1のr女房は素人だからエイズだとわかったら
離婚されちゃうよ。だからどうしても言えないよ。』
という言葉より、患者は、HIV感染という問題を自
分一人で抱えていることがわかる。HIV感染者は、
「社会で差別・偏見があるとされるため、家族を始め
とする他者に感染の事実を告げることが難しく、心理
的サポートを提供してくれる人を得にくい状態である。」
と、1）梅津は述べている。看護婦の対応としては、患
者は打ち明けることで新たに問題を抱えることを念頭
におき、打ち明けることを義務ととらえずに患者のサ
ポート役となり接していくことが必要である。
　事例2のr病院は刑務所のようです。一人だけ別の
世界にいるようです。死んでしまったほうがよいので
はと思います。先生も看護婦さんも手袋とマスクをし
ているので、精神的に参ってしまう。ばい菌でも扱っ
ているような気がして………』という言葉より、患者
は、隔離に対する不満を強く感じていたことがわかる。
また、2）日本公衆衛生協会では、　rHIV感染者は、
将来への望みに不安を持ったり、現在の生活を制限さ
れることから生きる希望を喪失することがある。」と、
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述べている。以上のことから、看護婦の対応としては、
患者に不信感を抱かせる過剰な感染防御は避け、生活
の中に希望を見出せるよう十分なコミュニケーション
により信頼関係を築くことが必要である。
　事例3のr他の人のベットのところがら「今日吸入
があります」って言ったんだ。みんな人の事を干渉し
たがっているから………』という言葉より、自分がH
IV感染者であることを周りに知られるのではないか
という不安が常にあることが分かる。HIVに対する
社会の認識を考えると当然の不安であり、医療従事者
の守秘義務を改めて強く感じる。
　以上のことから看護婦はHIV感染者の抱える特有
の心理・精神的問題を理解して関わる必要があること
がわかる。
lV．まとめ
　HIVに対する差別・偏見のない社会づくりのため
に、医療従事者各自の知識の習得と社会に対する啓蒙
活動が必要となっている。
　今までのHIV感染者、特にAIDS患者に対する
看護援助は、身体面への援助に偏りがちであったが、
再度、心理・精神面への看護を見直さなくてはならな
い。　「一人の患者を全人間的にとらえて看護援助を提
供するとき、HIVが故に生じる問題は多いが、事実
は医療を求める一人の患者がそこにいる、これだけな
のである。」と、1）梅津が述べているように、HIV
感染とはその人の一側面にすぎず、関わりを構える必
要はない。事実、私達16西看護婦は患者がHIV感染
者であることをそれほど意識していないのである。
V．おわりに
　今回の研究でHIV感染者の看護についての関わり
を振り返ることができた。これを機に、当病院の看護
婦が、HIVに関心を持ち知識の向上に勤め、質の高
い看護の提供につなげて行きたいと願う。
　なお、研究を進あるにあたり御協力くださった皆様
に感謝いたします。
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〈資料1＞アンケート結果
期　間：平成5年8月16日～8月25日
対象者：東京医科大学病院看護婦168名
　　（16階西病棟23名・外来、他病棟看護婦150名）
回収率：98％
Q1：HIV感染者の看護をしたことがありますか？
外来・他病棟　　　　　　　16西
ii髪ii欝．
Q2：初めての看護に不安を感じましたか？
外来・他病棟
騰
騨iii
　　　　ii糊：菟ii…
16西
講ii
（多数意見：精神看護への不安、感染への恐怖）　　　　（多数意見：感染への恐怖、知識不足）
16西のみの設問：現在も不安を感じますか？
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Q3：HIV感染者の受け入れをあぐって、病棟内で　　Q6：HIV感染者の採血は看護婦が行うべきですか？
　　　の議論はありましたか？　　　　　　　　　　　　　　医者が行うべきですか？
外来・他病棟 16西
はい4％
いいえ
　　9’6”’rdt’一，
外来・他病棟 16西
今後受け入れるとしたら病棟内での議論は必要だと
思いますか？
外来・他病棟　　　　　　　16西
　　　　　　無回答6％
笏……蜘iii
（多数意見：感染マニュアルの作成、認識の統一） 囎：知繊D
Q4：現在HIV感染者の看護についてどのように
　　　思われますか？
外来・他病棟
d　4　rdo
e
ii灘
O．　75％
16西
b
39％
d3％
a：他の感染者と変わらない看護をすべきである。b：正しい理解と経験を重ねれば看護できる、
c：不安が強く、できれば看護したくない。　 d：看護に使命を慈じる。
e：そ馳
Q5：HIV感染者の看護拒否や潮llをどう考えられ
　　　ますか？
外来・他病棟　　　　　　　16西
　　　　　　無回答2％
a　：医療従事者の躾倫理に反する。
c　＝現状では佳方がない。
b：どう考えたらいいのかわからない。
d：そ碗
1oo
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Q7：こんな場合にHIVは感染するでしょうか？
　　　　　　　　　　　　　（感染すると答えた割合）
　12　34567　89　10　11　12　13　14　〔コ外来・他病棟　　　　　　　　　笏16西
＊1：HIV患者さんから採血した注射針で自分の手を刺し
　　てしまった。
　2：HIV患者さんのIVH挿入の介助をしていたら血液
　　が素手についてしまった。
＊3：吐血した患者が入院。素手で救急処理中、手や顔が血
　　液で汚染された。
　　手が荒れていて小さな傷がたくさんあった。
＊4：採血していて、はねた血液が目に入った。
　51HIV患者さんの蓄尿を流したら、飛沫が目に入った。
　6：HIV患者さんの口腔ケアをしていたら唾液（または
　　疲）が口の中に入った。
　　思わず飲み込んでしまった。
　7；素足でのHIV患者さんの入浴介助を行った。
　8＝興奮したHIV患者さんに噛みつかれた。
　9：嚥下痛の患者さんに内視鏡を施行。後日HIV患者で
　　あると判明した。
　　その後同じカメラを使用した人は？
10＝HIV患者さんが妊娠・出産する場合、その子供は絶
　　対にHIVに感染している。
＊11：バーで知り合った異性と酔ったはずみでセックスした。
　　安全Bだったのでコンドームは使わなかった。
＊12：セックスパートナーが、HIV陽性者であることがわ
　　かった。変わった性行為はしていないし、いつも射精
　　の直前にはコンドームを付けていたが…。
13：HIV感染者の集まりに出席していたら、蚊にあちこ
　　ち噛まれた。
14：大ケガをして大量の輸血を受けたけれど…。
　　　（＊印は正解を表す）
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Q8：日本のHIV感染者累積報告数は？（H5．2月末糀）　　Q9：針刺し事故で感染する確率は？
外来・他病棟 16西 外来・他病棟
　a＝500人以下b：501～1，500人c：1，501～2，500人
＊d：2，501～3，500人　　　e：3，500以上
　　　　　　　　　　　　　　（＊印は正解を表す）
a　：0．1％以下
d：5％以下
＊b：0．5％以下　C：1％以下
　e：10％以下
　　　　　（＊印は正解を表す）
〈資料2＞看護場面
事例1 事例　2 事　例　3
年齢・性別 48才・男性 22才・男性 29才・男性
病名・状態 　血友病A
n血精査・治療の為入院
ｷ。AIDSは発症してお
轤ｸ、入院中ににHIV感
??崇mし、治療を開始す
驕B
　血友病B
`IDS発症にて不明熱・下
氓ｪ出現し、入院す。
?院中に帯状庖疹、介癬など
?ｹ発する。その為、隔離病
ｺにて過ごすこととなる。
　血友病A
ﾁ化管出血・胸部異常陰影の精査・治療の為入院す。
`IDS発症にて非定型抗
_菌感染症を併発する。カ
潟j肺炎予防のペンタミジ
唐ﾌ吸入を行っている。
家族のサポート
?ｵ
家族の面会は、頻回にある
ｪ病名・病状については本
lの希望で知らされていな
｢。
面会の殆どは母親のみであ
驕B母親を一番の頼りとし、
ﾊ会中は甘えている様子が見
轤黷ﾄいる。
母親が時々面会に来るが、
謔ｻよそしく振る舞ってい
髣l子が見られる。
患者の言動 女房は素人だからエイズだ
ﾆわかったら離婚されちゃ
､よ。だからどうしても言
ｦないよ。仕事場にもいつ
mれるかって心配なんだ。
病院は刑務所のようです。一人だけ別の世界にいるよう
ﾅす。死んでしまったほうが
謔｢のではと思います。先生
煌ﾅ護婦さんも手袋とマスク
?ｵているので、精神的に参ってしまう。ばい菌でも扱っ
ﾄいるような気がして……
烽､僕の人生は終わってしま
ﾁたんだ。もう人生に疲れた
諱B
他の人のベットの所から「今日吸入があります」っ
ﾄ言ったんだ。みんな人の
ｱとを干渉したがっている
ｩら……小さなことだから
烽､いいんだよ。ちょっと
?ッとしたけど。
看護婦の対応 患者の訴えに、傾聴・共感
ﾌ態度を示し、家族への告
mを無理には勧めないこと
ﾉした。
頻回に訪室し、訴えに耳を傾
ｯて、気分転換活動が行える
謔､援助した。
今後の吸入は別室で行うこ
ﾆとし、プライバシーの保
?に努めた。
一　94　一
